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 ○現状 
 ・東北地方の人口減少が進み市場が縮小していくことが懸念される中、海外を含めた域 
  外へ販路を開拓していくことが中小企業の成長には不可欠。 
 ・一方、本市が実施した市内中規模事業者を対象とした調査では、域外への事業展開を 
  考えていない企業が約７割を占めており、企業の域外展開の裾野を広げていくような 
  施策が必要。 
 
 ○これまでの本市の取組みの一例 
 ・国内の販路開拓支援：首都圏で開催される大規模展示会への共同出展、産業振興事業   
  団の販路開拓コーディネーターによる首都圏百貨店等への地域産品の売り込み、東北 
  中から地域産品を集め、現役のバイヤーが審査を行い表彰する「新東北みやげコンテ 
  スト」の実施。 
 ・海外販路開拓支援：今後市場の拡大が見込まれるASEAN地域を重点地域と定め、タ 
  イにサポートデスクを設置し各支援機関と連携して地元企業の輸出支援を実施。協定 
  都市であるフィンランドオウル市を入口にしたEU諸国への展開支援。 
 
 ○有識者や事業者からの声 
 ・現状は「つくる」ことへの支援がほとんどであり、マーケティングやデザインなど 
 「売る」ことへの支援が必要。 
 ・宮城には売り方を工夫すれば売れるいいモノがたくさんある。 
 ・異業種の企業と出会うことで、自分の業界の常識が世の中の常識ではないと気づいた。 
  交流の場はとても大事だと感じる。 

販路開拓に向けた現状 



プロジェクト１ 「地域リーディング企業」を生み出す徹底的集中支援の推進 

・(略)・国内外への販路開拓など、本市の産業全体の競争力強化や「外貨」の獲得につながる取り組みを集中的に支援します。 

仙台市経済成長戦略2023の抜粋(販路開拓と域内経済循環の拡大) 
 

意欲ある中小企業の成長促進 

海外・首都圏等への事業展開支援 

① 本市企業の海外市場開拓を促進するため、ASEAN・EU諸国を重点地域とし、支援対象産業の重点化を図りながら、海外展
示会への出展支援や現地サポート窓口を活用したきめ細かな支援などに取り組みます。 

② 国内販路開拓に向けて、首都圏のバイヤー訪問や他都市産業支援機関とのネットワークを活かしたマッチングの場を設定
します。また、仙台の売りとなる地域ブランドを構築し、域内外でのPR・販路開拓等を進めます。 

③ 県や空港港湾関連団体等との連携を図りながら、仙台港・仙台空港の物流拠点としての利活用促進に取り組みます。 

施策4 

 人口減少や高齢化に伴い、国内の市場規模が縮小していくなかで、地元企業が新たな市場をターゲットにしていくことが求め

られています。一方で、経済のグローバル化の進展に伴い、国内外の都市間競争は激化しています。 

 これらの競争に打ち勝つためには、本市経済の礎である地元中小企業や産業の競争力を高めることが必要です。 

視点１ 地元企業や産業の競争力強化 

プロジェクト2 ローカル経済循環を拡大する 「地消地産」の推進 

中小企業の持続性向上・域内経済循環促進 

・(略)・地域で消費されるモノやサービスを地域で産み出す「地消地産」を促進することで、地域における経済循環を拡大する視点が 
 重要です。 

施策3 域内資金循環の拡大 

① 域内企業同士の取引を増やし、地域内での資金循環を拡大するため、中小企業の課題を企業間連携により解決する取り組み
や地元企業の交流の場の設定など、ビジネスマッチングの機会を創出します。 

② 競争入札に係る地域要件の設定や地元企業を優先した指名等を行うことにより、地元企業の受注機会の確保に取り組みます。 
③ 地域の企業の製品・商品・サービスの認知度向上に向けて、情報発信の充実に取り組みます。 

２ 



   消費者やバイヤー等のマーケットから支持を得られない、言い換えれば
市場化、事業化を困難にしている課題を整理すると、以下の3点に大別さ
れます。  

 

 １．『市場への伝達能力不足』 

   完成品かつ優良な商品ではあるものの、その価値が伝わっていない場合 

 ２．『市場ニーズ・ルールとの乖離』 

   完成品ではあるものの、市場ニーズとの乖離が大きい(価格・デザイン・品質表
示等)場合 

 ３．『市場との乖離』 

   完成品ではないため、市場ニーズの把握が出来ず商品政策が組めない場合 

商品はステキなのに・・・ 
いつ？どのように？売るの？ 

1.伝達能力不足 

品質は良いんだけど・・・ 
何で？いくらで？欲しがるの？ 

2.ﾆｰｽﾞとの乖離 

技術は確かなんだけど・・・ 
誰に？何を？作るの？ 

3.市場との乖離 

市場の声(消費者・バイヤー等） 

販路開拓に向けた中小企業者共通の課題【中小機構資料より】 

３ 



  多くの中小企業事業者における課題を要約すると、商品の品質そのものの
問題もさることながら、実は「生産者から市場（生活者＝消費者)に到達す
るまでのプロセス(工程)全体の未整備」に多くの問題があることが読み取れ
ます。 

市場への到達を阻むプロセスは、商品の品質以外 

に多くの課題があることが分かります。 

完成品 部品 

情報システム 

事業化 
市場化 
低迷 

共通 
課題 

１．完成品① 
 （情報伝達・収集機能不足） 
２．完成品② 
 （市場ニーズ未達成品） 
３．部品・資材 
 （市場ニーズ未理解品） 

商品企画・開発 

ﾏｰｹ 
ﾃｨﾝｸﾞ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
 

加工 
縫製 

問屋 
物流帳合 

ＭＤ 
商品 
政策 

販売 
ｻｰﾋﾞｽ 

ＶＭＤ 
ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ 
ﾏｰﾁｬﾝ 
ﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ 

宣伝 
販促 

課題 
市場 

課題 課題 課題 

課題 課題 課題 課題 課題 課題 課題 

課題 課題 課題 課題 課題 課題 課題 

販売 流通 

市場への到達プロセス 

プロセスから見る市場化への障壁【中小機構資料より】 

企業の商品 

B A C 

４ 



    施策の多くが個社または同業グループに対する支援。個社のみでの販路開拓や課題解決は困難な
場合が多い。 

   → 地域を挙げた面的な取組み（商品の掘り起し・磨き上げ・ブランディング）や地域の関係者の 

      連携による総力戦の展開 

   → 多様な課題解決に向けた連携スキームの構築、市場化への一貫した支援施策の展開 

国内販路開拓に関する支援施策 

展示会出展 専門家による 
アドバイス 

補助金 その他 

国 
(外郭団体含む) 

中小企業 
総合展(C) 

よろず支援拠点 
中小機構(A、C) 

国内・海外販路開拓
強化支援事業 

(A、C) 

販路開拓コーディ
ネート事業(B、C) 

宮城県 
(外郭団体含む) 

ＳMＴＳ、ＦＯＯＤＥＸ
出展(C) 

みやぎ産業振興機構 
(A、C) 

中小企業チャレンジ
応援基金 

(A、C) 

中小企業販路開拓 
総合支援事業(A、C) 

仙台市 
(外郭団体含む) 

 

地域ブランド構築事
業等による出展（C） 

仙台市産業振興 
事業団(A、C) 

なし 
(海外展示会出展 

助成あり) 
(A、C) 

事業団職員、専門家
によるバイヤー訪問

(A、C) 

その他支援機関 
(商工会議所など) 

伊達な商談会(C) 
商工会・商工会議所

(A、C) 

小規模事業者 
持続化補助金 

(A、C) 
セミナー開催(A、C) 

   A：商品企画・開発、B：流通、C：販売 等の各種課題へ対応する支援施策等について 
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取組み事例① 地域ブランド構築事業 

事業概要（１） 

 

 

事業の目的 

 仙台の新たな地域ブランドを立ち上げ、企業、支援機関、行政がチームを組み、仙台市域の産品の域内外で

の販路開拓、域内への誘客・消費喚起を目指す。 

事業の背景 

 仙台市域には魅力的かつ多様な商品が存在するが、地元企業が単独で新たな販路を開拓することはハードル 

が高い。 

 →仙台の魅力を「都の杜・仙台」としてパッケージ化し、魅力をまとめて発信することで販路開拓に繋げる。 

＜平成30年度～平成31年4月までの取組み＞ 

 ・平成30年度に地域ブランド構築事業を開始。民間事業者、支援機関、行政機関等から100名以上の参加 

  を得て、6回のワークショップを開催。 

 ・仙台ならではの魅力の発掘や魅力の発信方法など、地域ブランド構築に向けて検討。 

 ・「スーパーマーケットトレードショー」、「松坂屋上野店東北物産展」などを通じて、首都圏でテスト 

  マーケティングを実施。 

  地域を挙げた面的な取組みや地域の関係者の連携による総力戦の展開 

６ 

ワークショップ 松坂屋上野店でのテストマーケティング 地域ブランド「都の杜・仙台」ロゴ 



取組み事例① 地域ブランド構築事業   

・ 

・令和元年5月に仙台の新たな地域ブランドとして「都の杜・仙台～緑と彩に 

 あふれる街～」を立ち上げ。 

・5月2日～8日の「都の杜・仙台」デビューフェアを藤崎で開催。 

・WEBページでの情報発信を開始。 

事業概要（２） 

・ 

・参画事業者の募集、ロゴの使用申請受付 
  

・域内外での展示会・商談会・販売会等を通じた販路開拓の取組み強化 
 

・WEBやSNSを活用した情報発信の強化 

・ECサイト構築による域外への販売強化 

・誘客や消費拡大に向けた取組みの検討 

・ブランド推進主体の検討 

今後の事業の方向性 

藤崎でのデビューフェアのチラシ 

都の杜・仙台 WEBのトップページ  

7月31日～8月30日まで参画事業者を募集中 

10月24日～10月30日に「都の杜・仙台 第2回販売会（仮）」を開催 

７ 

5月のデビューフェア 参画商品の一例 



取組み事例② 企業間連携による中小企業の課題解決事業 

事業概要と今後の方向性 
 

 

事業の目的 

 様々な業種の大企業や地元中小企業によるプラットフォームを構築し、企業間連携による中小企業の経営改

善に関する支援を行うとともに、域内での取引をあっせんすることより域内経済の活性化を図る。 

事業の背景 

・中小企業の経営課題の複雑化 

 →大企業や地元中小企業が連携して、中小企業が抱える 

  多様な課題の解決を支援するスキームを構築する。 

・市場規模の縮小 

 →域内資金循環を図るため、中小企業の課題解決に向け 

  た地元中小企業とのマッチングを促進する。 

・「サポート会議」を開催し、中小  

 企業が抱える課題を見える化し、   

 方向性をともに検討。 

・課題を解決できるリソースを持った  

 大企業やパートナーとなる地元中小 

 企業とのマッチングにより、課題解 

 決を図るとともに、域内取引を生み 

 出し地域経済循環を促す。 

・大企業と地域の中小企業の参加を 

 得て、課題解決の支援が可能なプ 

 ラットフォームを構築する。 

新規事業 

（企業の社会的責任） 

多様な課題解決に向けた連携スキームの構築、市場化への一貫した支援施策の展開 

7月に実施した 
「サポート会議」

の様子 

８ 



事業の目的 

 東北の新しいお土産を発掘・表彰することで、地域企業の認知度や商品の売上向上を図るとともに、新商品

の開発を促進する。（平成26年度から継続して開催） 

 

事業概要と実績 

・東北の中小企業が開発した地域産品を対象に、バイヤー等を審査員に、新東北みやげコンテストを開催し、  

 表彰することで商品の付加価値向上を図る。 

・審査員が保有する販路や媒体等のリソースを活用した表彰商品の売上向上を図る。 

・平成30年度の状況(第５回コンテスト） 

   応募者数 :１６１品目  受賞者数 :   ５４品目 

 

 

 

 

取組み事例③ 新東北みやげコンテスト【市産業振興事業団】 
東北全域を対象とした魅力ある商品の掘り起しとブランディング 

９ 

・第6回コンテスト 

 令和元年7月9日～9月13日 
 エントリー商品募集中 



ご議論いただきたい事項 

 

 

  ○ 中小企業の販路開拓に向けて 

    ・既存事業についてのご意見 

    ・中小企業の販路開拓支援の方向性について 

    ・支援機関の果たすべき役割について 

    ・今後行政が取り組むべき事項について 

 

 

 

 

 

１０ 


